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宗谷定住自立圏共生ビジョン懇談会（平成26年度第2回） 概要録 

 

１ と  き  平成27年３月19日（木） 13：30～15：30 

２ と こ ろ  稚内市役所 3階 市長会議室 

３ 出 席 者  【委員】 

瀬川委員、鈴木委員、田中委員、糀屋委員、高井委員、山本委員、石橋委員、富田委員、 

遠藤委員 

        【オブザーバー】  

          猿払村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、豊富町、利尻町、幌延町、北海道宗谷総合振興局 

        【事務局】 

稚内市政策調整部市民協働課 

４ 主  旨  「宗谷定住自立圏共生ビジョン（平成27年3月変更）について」、「次期ビジョンについて」及び

「その他」のテーマで意見交換を行った。ビジョンの変更についての意見等は無かったため、事前

に提出いただいた提案（資料４）を基に、意見交換を行い、次期ビジョン作成に向けての提案等を

いただいた。 

５ 意見交換 

 ○ 防災に関する相互応援体制整備事業 

（委員） 

・ 事業を進めるに当たって、①道路網の整備、避難場所の整備（飲料水・食や暖の備え）、③医療支援といっ

たものが、ますます必要となってくる。今から、先を見越して準備をしておく必要があるのではないかとい

う気持ちで、提案した。 

  ・ 災害の時は相当混乱すると思うので、どこかしっかり窓口を一本化して、組織をある程度決めて対応して

行くことが重要かと思う。 

・ 圏域の中で連携を図っていくためには、連携の取り方を具体的にどうするかという点で、民間の会社とか

福祉施設とかの役割分担を明確にしておいたほうが良い。 

・ 実際の対応のなかでは、マスコミ対応についても考慮に入れておく必要がある。 

 

 ○ 公共施設の相互利用 

（委員） 

  ・ 今後の高齢化の進行を考えると、健康増進の観点からパークゴルフ場や温泉施設等保養施設の活用も共生 

ビジョンの具体化の一つになるのではないか。 

    ただ、実際には私たちが他地域の事を知っているかというと必ずしもそうではないので、圏域内で他地域 

の施設の宣伝等にも力を入れて行けばよい。 

  ・ 青少年の体験施設「自然の家」などは指導も含め、丸ごと活用できることが望ましい。 

    教育の分野の中に、青少年の交流が含まれていたと思うが、その面からも活発に活用されたらいいなぁ、 

との思いから提案した。 

  ・ 事務局の説明の中では、スポーツ合宿の誘致についても触れられていて、それはそれで非常にいい話だと 

思うが、資料の内容だと合宿の部分が見えないが、この中に加えるわけにはいかないのか。 

（座長） 

・ 「公共施設の相互利用に関しては、有効活用・住民交流の活性化を図るには、割引等の制度改正だけでな

く、イベント等の開催で近隣市町村からの相互利用の活用の活性化が必要ではないか。」という意見もいただ

いている。 
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（事務局） 

・ スポーツ合宿の誘致では、資料の内容とは別建てで組み立てることも可能。 

単に公共施設の相互利用とは異なる部分もあるので、ビジョンではどの分野にするかということも含めて、 

考えていきたい。 

       

 ○ 産業振興 

（委員） 

  ・ 観光のＰＲでは、宗谷という広域的な観点で、全体を網羅したかたちで、地域が一丸となった取り組みが

必要だと思って提案した。 

  ・ 他の地域からお客様をむかえるということを考えると、住んでいる市民が自分の住んでいる地域、周辺の

地域のことをよくわかって好きになるということから始めることが大切なのかなと思う。 

地元に住んでいる市民が「冬なんか来たって、なんもないしょ。」ということを、何とか意識を変えて行き

たいなと思う。 

  ・ 外国の方と思われるグループが、セイコーマートをバックに写真を撮っているのを見た。稚内にはこうい

うところがあるんだよと、観光地などを云えれば良かったが説明が通じないかなと思い腰が引いてしまった。 

    観光の情報提供では、今時期だからというような内容のものをネットでつなげて、稚内だけじゃなくて、

豊富にはこんなところがあるとか他の地域にはこんなところがあるとつながっていくと、広がりが出てくる

のかなという気がする 

  ・ 食品の衛生管理の提案では、稚内・宗谷の原材料は全国的にも大変評価されていると思うので、地産地消

の観点からも、消費者が協力して生産者がもっと力を込めてがんばることが、この共生ビジョンの中でも大

事なところになると思う。 

人口減少への歯止めとなるという点から、別項目でなくても、産業振興とか、教育・消費生活の問題を含

めながら取り組んでいくべき。 

（座長） 

  ・ 「食」の衛生管理の周知、徹底についてのご提案は、原料を加工する工場だけの話ではなく、原料の生産

から加工品の出荷にいたるすべての過程を含めて安全・安心をアピールできるようにすれば、それが消費者

からの信頼・支持もつながっていくというご指摘だと思う。 

  ・ 有害鳥獣の被害防止対策については、欠席された委員からの提案。 

    連携して行うのは、地区ごとの気象条件等が異なるので非常に難しいのが現状なので、必要性はどうなの

かという意見かと思われる。 

  ・ 鮮魚の高付加価値化については、現実問題として考えると価格の変動に対応して行かざるを得なくなるの

で、今後を考えると種苗生産・放流事業へのバックアップを考える必要があるのでは、というご指摘かと思

う。 

     

○ 教育・文化  

（委員） 

 ・ 「宗谷の歴史遺産調査研究事業」では、管内はどこの町村にもそのまちならではの郷土資料が沢山あるので、

そういうものを一カ所に集約して、たくさんの人に見てもらう様な取り組みも定住自立圏構想のなかにあって

も良いのではないかという提案。場所的に稚内駅周辺としたのは、利尻や礼文にこだわったためである。場合

によっては町村も移動展みたいな形での活用もできる。 

 ・ 歴史的建造物は稚内にも結構あって、ただ冬にアクセスする方法がなかなかない。冬にはちょっと別な場所

に移すとか、特別なところは冬でも行けるようにするなどのことも必要なのかもしれない。稚内市の話だけで
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はなくて、連携する町村でもここはっ！ってところがあると思うので、それを紹介できる場所があると、非常

によい。 

 ・ 利尻町で役場の課長さんが歴史資料館のようなところに案内してくれて、そこで、利尻に渡ったクマを殺し

た時の写真をみて非常に驚いた。また、観光バスが通らいないような裏ルートでは利尻山のてっぺんがすぐま

じかで見えるところで、こういう裏スポットなどに行ったら観光客は喜ぶだろうなと思った。 

   函館の五稜郭の視察では、函館の観光スポットが全部一面で見れる場所があって、こういうルートで行くと

何分で回れるとかの情報が具体的に見える様な形で掲示してあるのを見て、管内でも歴史資料館巡りのスタン

プラリーみたいなものとか、いっぺんに情報が分かって、ルートを回っていけるようなコース仕立てのものが

夏用、冬用にあればよいと思う。例えば、利尻にクマが渡ったといった誰も知らないような事実が、そこに行

けば分かる、というようなもの。その点、函館はやっぱり上手だと思う。函館の例は良いヒントになるのでは

ないかと思い、発言させていただいた。 

 

（座長） 

 ・ 必ずしも現物に限らず、状況が分かる様な映像資料なども可能な限りで整備して、それを一カ所に集約して

いく。そうすると関連市町村も併せて確認できるし、それを例えばキタカラの案内コーナーや各町村でも同様の

拠点をもって提供していくということも考えられると思う。 

   

 ・ 「児童生徒交流事業」では、スポーツ、合宿、吹奏楽、郷土芸能発表など、そういった施設を活用できるよ

うなイベント開催を積極的に取り上げて、青少年の交流ができればよいという提案。もっと青少年の交流とい

うことに私たちも注目してできることを進めていければいいかなと思っている。 

 

 ・ 「広域図書サービスの提供事業」の関連。 

先日、稚内市こども読書活動推進会議に出席する機会があり、そこで、30人くらいの人たちが、活字離れが

進んでいる中で学校図書館の活用を巡って熱心に意見交換が行われていることを知った。いままで私が知らな

かっただけで、全管内的に行われているのだと思うが、定期的にこういう会議、交流、発表などを取り入れて

行けば、広域図書サービス提供事業も発展していくのではないかと感じた。 

 

 ・ 「ＡＬＴネットワーク事業」については、ＡＬＴと小中学校の外国語担当、あるいは英語の先生を中心とし

たプロジェクト会議やＡＬＴ活用実践交流会が既に開催されているので、それらのうちのどれかを一緒に開催

すれば、これから準備をしなくても広域的な取組ができるのではないかという提案。 

   また、ＡＬＴの研修など、札幌ではあるので、そういう参加の方向でも考えていったら前進がみられるので

はないかと思う。 

 

 ・ 稚内市での教育について、幼稚園、小学校、中学校までは不安がないが、その先の高校、大学、就職となる

と不安が大きい。だいたいどこでも奨学金があると思うが、そこは思い切って、大胆に20年以内にこの宗谷地

域のどこのまちでもいいから就職でかえってくるのであれば返済不要の奨学金を支給するくらいの、他の地域

ではやっていないような、大胆なことを検討してみてもよろしいのではないか。 

   ビジョンというからには、夢をいってみてもいいのかなと思う。 

 

○ 環境・消費 

（委員） 

 ・ 環境問題のところでは、（ビジョンでは）協議会をつくるという内容となっているが、この点では各市町村が

すでに単独で動いていると思う。協議会が無くても事業名や事業内容などでの連携はできるのではないかと思
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う。 

   その点では、稚内市は自然エネルギーに非常に力を入れており、今全国的にも問題となっているので、早急

にビジョンの項目の中に入れてもらいたい。 

   宗谷管内は自然エネルギーではものすごく進んでいるので、極端に行けば将来的には原子力エネルギーを使

わなくてもやっていけるのではないかというところまで、目標を持った方がいい。 

   また、電気自動車の取組でも市役所や団体でも市内では、ガソリンを使わなくても動かせるんじゃないかと

いうくらいの意気込みを持つようなビジョンをだしてはどうか。 

 

 ・ 消費生活については、連携事業が開始されて相談員が1名増えたとなっており、その点はありがたいことで

はあるが、依然として、詐欺被害が多い。被害防止にあたって、センターだけに頼るのではなくて、行政のな

かでももっと積極的な体制作りを行うよう、ビジョンの中に入れる事を今後の課題として検討頂きたい。 

 

○ 医療・福祉 

（委員） 

 ・ 長寿社会を迎えて、どこの町村でも高齢者が元気に暮らしていける環境づくりや介護の問題が重要。 

管内的には広域的な連携の模索は既にされていることと思う。具体的に項目として医療になるか福祉になる

かは分からないが次期ビジョンのでも大きな柱なるのではないか。 

 

・ 最初、この懇談会に呼ばれたときに、福祉の部分を見たら子育て支援センター系しかなかったのでびっくり

した。片手落ちではないかと思ったし、そういう質問もさせていただいた。福祉に関わることはとても大事な

ことで、子育ての関係では各町村がそういう部分の施策を行っているだろうし、介護保険や福祉計画など、色々

な、計画をもって進めていると思われるので、そういう点が定住自立圏構想の中で定着していないのが課題だ

と思っている。 

 

○ 地域公共交通 

（委員） 

 ・ 国道４０号の高規格化の整備では、防災対策のなかでも道路網の整備とか医療体制の支援とかの観点からも

重要な問題。 

   地域の安全・安心ということを考えれば、部分的に70km/hとなったものの、それで安心せずにすぐに要望運

動を継続することが良いのではないかという気持ちで提案した。 

 

（座長） 

 ・ 現状のビジョンの枠組みでは、地域公共交通のところで、総括的に表現されている調査研究というところに

なるかと思う。 

   次の共生ビジョンの中でどのような表現になるかは事務局の方で検討頂くとして、縦貫となる道路なので必

要性に関して確認し、次期ビジョンでも忘れずに明記していただきたいという意味だと思う。 

 

○ 全体について 

（座長） 

 ・ 共生ビジョンでは、総括的な表現で、具体的な事業の説明ということになっているが、さらに一歩踏み込ん

でどういうふうに進めていくかというところを具体的にイメージできるような表現まではできていない部分も

あるので、次期ビジョンでは総括的な表だけではなくてそれを説明する時の表現としてこういうものが考えら

れるというところまで検討して頂きたい。 
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○ オブザーバーから 

（猿払村） 

  地方創生の関係。各市町村では地方版の人口ビジョンや総合戦略をつくると思う。その中で、管内連携してい

かなければならない事業というのが出てくると思うので、定住自立圏の方でも議論してビジョンのなかにも入れ

ていただきたい。 

 

（浜頓別町） 

  地方創生の関係で、小規模市町村では物的にも人的にも財政的にも限られる部分があるので、定住自立圏のよ

うな広域的な行政の展開は今後もますます重要になってくると考えている。 

 

（中頓別町） 

  定住自立圏では消費生活相談体制の整備、公平委員会の共同設置など、また、広域連携事業として実施したテ

レビ北海道の開局など、これらの事業によって住民の生活環境の向上とか、行政の効率化が図られてきた。単独

では進まないところでも連携することによって進んでいっているということから、これらに係る取組は非常に大

きいものがあると考えている。 

  今後、防災や公共施設の相互利用などの面もあるが、首長懇談会でテーマとなった観光、ちょっと暮らしなど

は取り組みやすい部分でもあるので、そういったことも含めてひとつひとつ連携の分野が広がっていければよい

と考えている。 

 

（枝幸町） 

  防災に関する相互応援協定について、１２月、１月には枝幸町でも爆弾低気圧により被害をこうむった漁港が

あった。その際、建設協会のいち早い対応により、被害の拡大が防げたとう事実がある。災害に関する応援協定

では、行政だけで協定を結べばいいという問題ではなくいろいろな団体の協力がなければ上手くいかないのでは

ないかと思う。団体の方にもそういう事を理解していただけるような協定の結び方、内容をこれから考えていか

なければならないと考える。 

 

（豊富町） 

  今までの話の中で出ていなかった部分で、医師不足では、産科とか小児科の医師がいないなどのことから、結

局は稚内の病院を受診している。安心して暮らせる環境づくりの点では、病院の連携、医師の連携などができれ

ばいいのかと思っている。 

  公共施設の相互利用では、この冬、豊富町のスキー場で稚内市の小学生とか高校生が来ていた。このようなと

ころで子どもたちの交流などもできればさらにいいのかと思う。 

  ちなみに、他の自治体では社会教育施設としてスキー場が上げられているが、豊富では観光としてあげている

ので次期ビジョンでは整理させていただきたい。 

 

（利尻町） 

  本日の議論を伺っていて、稚内市が宗谷管内のハブになるのかなとそんな感じを改めて受けた。定住自立圏と

いう構想の中では、当然中心市である稚内市を中心として進めていくとうことになるけれども、子どもたちの交

流にしても観光、歴史の紹介、色々な面で稚内市がハブになって、例えば観光で来られるお客様が、稚内市の中

でそこを見た上で利尻・礼文から宗谷管内豊富さんだとか、中頓さんの方に出かけていくような流れがあっても

いいのかなという感じで考えさせていただいた。 

  歴史の紹介などではこれから検討したうえで、稚内市にくれば宗谷管内のそういうものが見られる場所がある
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というのも圏域にとっては良い事ではないかなと強く感じた。 

  個人的には、奨学金の関係、子どもたちがたとえ大学等を卒業してすぐ戻って来なくても、１０年、２０年後

でもいいから圏域のなかに戻って来てくれるのは、圏域としては財産となっていくと思う。奨学金の返還もある

だろうし、管内で基金化などができてそういうものが将来に繋がっていくようなことができれば非常にうれしい

ことだと思う。私たち行政に携わるものには検討する価値があると感じた。 

 

（幌延町） 

  地方創生の関係、当町でも、住民のメンバーを集めた住民会議のテーブルをセットすることとなっている。こ

の中では、幌延町の戦略を練る訳だが、まち・ひと・地域をつなぐというようなこと、それから定住自立圏の活

用というものも審議して行かなければならないとこもあり、先ほど、連絡会議みたいな話もありましたが、そう

いった各町村にいる人たちの意見を交換できる場というのも必要なのではないかと、思ったところ。 

  各町村のなかでも宗谷に対する色々な思いのある人がいると思うので、そういった声が定住自立圏の議論に反

映できる仕組みがあるともっと活性化できるのではという気がした。 

 

（宗谷総合振興局） 

  防災に関する相互応援協定の関係で、私共、防災の方を担当しており、例えば日高振興局では各町村に振興局

を加えた協定なども既に締結しているところ。議論の進捗から今後、定住自立圏の総括的な議論から、各市町村

の防災担当の議論へ進んでいくかと思うが、わたしどもも全面的に協力して行きたいと考えている。 

  ただし、一方で防災については大震災以降、課題が山積みしており、なかなか手が回らないという実情がある

ということはご理解いただきたい。 

 

○ その他 

（座長） 

  ・ 第１回概要録のような形で、議論の中で次につながるような整理をお願いしたい。 

 

（事務局） 

  活発な意見交換、ありがとうございました。 

  今後、いただいた意見を基に構成する町村の担当の方と議論しながら、また、町村の方でも素晴らしい事業が

あるので、それらをまとめながら、委員の皆様には資料を提示して、できるだけ長く宗谷で暮らし続けられるよう

な圏域をつくっていきたいと思っています。それから、幌延町さんがおっしゃった、町村の住民の皆さんの意見を

どう反映できるのかということは、実は事務局でも議論していたところ。当然、必要な事なので、何とか反映でき

る様な仕組みを作っていきたいと考えています。 


